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1. はじめに

　この文書は，原子衝突研究協会の会誌「しょうとつ」に学術的記事を投稿するためのテンプレートです。編集作業の負担軽減と著者の方がどのような記事の見栄えになるか実感していただくために作成しました。記事の下書きは，テキストエディタや特に体裁を設定していないワード上で行って良いですが，最終的な体裁のチェックと投稿はこのテンプレートを活用していただけると編集サイドとしては大変助かります。また，使用中に気づいた点などお知らせいただければ今後の「しょうとつ」の品質の向上に役立ちますので，是非ともよろしくお願いいたします。

2．記事の体裁

　まず本文については，文字は，日本語は全角文字でフォントはMS P 明朝（10.5 pt），英数字は半角文字でフォントは Times New Roman（10.5 pt）に統一しています。記号については少し煩雑になっています。まず句読点ですが，全角文字で読点は「，」，句点は「．」に統一しています。括弧類は，基本的に全角文字を使用しています。英文を括るなどバランスが悪い場合には半角にしていますが，この部分は編集で判断します。ギリシャ文字は，Synbolフォントを使った半角文字を使用します。入力文字と対応するギリシャ文字の対応は，巻末の付録（表2）を参考にしてください。

　段落の体裁は，見出し前に1行空行を入れ，見出し自体は字下げ無し，本文は段落毎に全角1字字下げしています。行間などは，MS-Wordの「スタイルと書式」に任しています。もし，編集中に体裁を崩してしまった時には，変更したい部分を反転させてスタイルを設定してください。この記事を作成する上で使用しているスタイルは以下の通りです。

　・ 記事分類：「学術記事：記事分類」

　・ タイトル：「学術記事：タイトル」

　・ 著者名，所属など：「学術記事：所属など」

　・ 各節の見出し：「学術記事：節の見出し」

　・ 本文：「記事中の書式」

 ・ 図のキャプション：「図のキャプション」
段組などの設定を動かしてしまった場合には，新しいテンプレートを使い始めた方が手っ取り早いでしょう。その時には，既に打ち込んだ部分はコピー＆ペーストで移動させてください。

3. 数式を入れる例

　単純に1行となる場合の例：
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              (1)

数式は，数式エディタで編集する。基本的に数式は行内に入れ右寄せとし，右端に式番号を入れる。式番号の左側に挿入し適当に空白を入れて式を行の中央に配置する。分数などが入って上下に余白が少ない場合には，段落の間隔で設定する（基本：固定値，19pt）。

　数式が複雑な例：
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　 (2)
単純な1行の場合と同じ。数式が長くなり過ぎて1行では収まらない場合も適当な場所で折り返して二段組みを維持できるようにしてください。スタイルは1行の場合の時では1行分しか場所を確保されず式の上下が隠れてしまいます。それを回避させるためには，段落の中の間隔の設定において，「段落前」「段落後」に適当な数字を入れて間隔を取るようにしてください（図1）。式(2)の例では，「段落前：1.8行」「段落後：2行」「間隔：固定値17pt」で上手く収まった。
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4. 図を入れる例
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 図は，テキスト枠の中に貼りこんでそのキャプションと一体化させるのが扱いやすいようです。その例を図2に示します。テキスト枠の幅は，本文の幅とほぼ同じにします。枠内は，図の部分をセンタリングし，キャプションの部分は左寄せのままとします。2段に渡った図を入れる時には，枠を2段組の幅にします。キャプションは，フォントサイズを10 ptにする他は記事中と同じにします。前述の「スタイル」を活用すれば，微調整が必要かもしれませんが大体整います。

　「しょうとつ」配信時の容量制限が2MBと厳しいので，図を作る段階でなるべくファイルサイズが小さくなるよう準備していただけると編集時にとても助かります。是非ともご協力よろしくお願いいたします。

5. 表を入れる例

　テーブルもワード内作成した場合もExcel等で作成した表をOLE経由で貼り付ける場合も，図の取扱と基本的には同様で，テキスト枠内にオブジェクトを張り込みキャプションと一体化させてください。


6. 参考文献の形式

　参考文献の形式は，Phys. Rev.のスタイルとします：

[番号]　著者名, 雑誌名 巻号, 頁 (出版年).
具体的には，以下のように列挙します（雑誌名などはfakeです）。

参考文献
[1] 水素 他, 衝突研究 1, 1 (1766).

[2] Helium et al.,，Collision Rev. A 2, 2 (1868).

付録

　入力するアルファベットに対応するSynbolフォントのギリシャ文字を以下のように示します。
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図2. 原子衝突研究協会のロゴを貼り付けた例。図はセンタリングで，キャプションは，左寄せのまま。














































































































表2. 入力するアルファベットに対応するSynbolフォントのギリシャ文字


a�
b�
c�
d�
e�
f�
g�
h�
i�
j�
k�
l�
m�
n�
o�
p�
q�
r�
s�
t�
u�
v�
w�
x�
y�
z�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�






表1. 原子のイオン化エネルギー / eV


Atom�
Ionization energy / eV�
�
Hydorgen�
13.59�
�
Helium�
24.58�
�
Lithium�
5.39�
�
Beryllium�
9.32�
�
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図1. 数式が複雑な例での段落の設定値。「段落前」「段落後」「間隔」の値を上手く調整して見栄え良くする。
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